堆肥「とよっぴー」の製造及び資源循環啓発業務　仕様書

第１条．業務目的

本業務は、堆肥「とよっぴー」の製造と資源循環の啓発を一体的に行うことで、より効果的な施
策の推進を期待するもので、安定した堆肥「とよっぴー」の製造を行うとともに、製造における知
識や技術、関連情報などを踏まえ、製造した堆肥「とよっぴー」を活用し、市民や学校給食に直接
関わる児童（学校教育法における児童）などが環境への理解を深め、環境に配慮した生活行動を行
うための効果的な啓発を行うことで持続的な循環型社会づくりの推進に向けた資源循環啓発を行う
ことを目的とする。

第２条．適　　用

本堆肥「とよっぴー」の製造及び資源循環啓発業務仕様書（以下「仕様書」という。）は、豊中市環境部公園みどり推進課が発注する、「とよっぴー」の製造及び資源循環啓発業務（以下「業務」という。）に係る委託契約の内容について、必要な事項を定め、もって契約の適正な履行の確保を図るためのものである。また、「仕様書」について相違点がある場合は、担当職員に確認し指示を受けるものとする。

第3条． 一般事項　
①本業務を行うにあたり「仕様書」並びに施設の状況等を十分に掌握し、不明な点があれば担
当職員に確認するものとする。

②本業務を行うにあたり、担当職員と十分に協議を行い、誠意をもって業務にあたること。

③本業務を行うにあたり、業務責任者を定め、担当職員と常に連絡調整ができる体制を整えること。

　　　④本業務の全部または主たる部分を第三者に委託し、または請け負わせないこと。
なお、「主たる部分」とは、本業務における総合的企画、業務遂行管理、手法の決定及び技術的判断等をいう。
⑤堆肥の製造にショベルローダーの操作を行う際は、労働安全衛生法に基づく「ショベルローダー等運転技能講習」を修了した者が行うこと。

⑥業務中に施設や堆肥化機械等の不具合などの異常を確認した場合には、速やかに担当職員に報告を行うこと。

　　　⑦業務中において市の瑕疵以外の傷害事故等については、市はその責任を負わないものとする。

⑧受託者の過失による施設、車両、重機、備品等の破損については、受託者の責任において修繕を行うこと。

　　　⑨資源循環啓発業務及び緑化用バークの製造に伴い、「とよっぴー」の使用が必要な際は、事前に市と調整を行うこと。

⑩市が主催又は共催する原田苗圃内で開催するイベント等について、市からの要請があった際は、調整し対応すること。
⑪市及び指定管理事業者が執り行う、原田苗圃の活用並びに整備に伴い、市からの要請があった際は、調整し対応すること。
⑫市及び指定管理事業者が執り行う、原田苗圃の活用並びに整備に関して、本業務に影響がある場合は、市と協議し調整を行うもの。

第４条．履行場所

　　緑と食品のリサイクルプラザ（豊中市原田中2丁目68番、原田苗圃内）外
第５条．履行期間

　　令和6年（2024年）4月1日～令和8年（2026年）7月31日
第６条．委託料の支払い
　　（１）市は、委託料の支払いについて、契約期間総額を原則として等分に28分割し、令和6年度（2024年度）、令和7年度（2025年度）は、それぞれ4月～9月分（6ヶ月分）、10月～3月分（6ヶ月分）、令和8年度（2026年度）は、4月～7月分（4ヶ月分）を次項の期日で受託者に支払うものとする。

（２）支払い期日は、各業務期最終月（9月および3月、令和8年度（2026年度）は、7月）の月例業務報告書及び請求書が提出されてから1か月以内とする。
第７条．業務内容

【堆肥「とよっぴー」等の製造業務について】

（１）概要

市学校給食センターから排出される生ごみ（年間約150トン（パン・米飯残渣含む））と公園や街路樹の剪定枝をチップ化したもの（年間約120トン）を緑と食品のリサイクルプラザ工場内の撹拌槽にて堆肥化機械を使用し撹拌を行う（撹拌期間：3～4週間）。撹拌が終了した堆肥を熟成槽に移動させ、撹拌と水分率の調整（加水）を行いながら完成品を製造する（2～3か月間）。
※剪定枝チップ及び堆肥の運搬、熟成槽での撹拌には重機（ショベルローダー）を使用する。
その他、剪定枝チップと堆肥「とよっぴー」を混合し、重機にて撹拌を繰り返して「緑化用バーク」を製造する。
（２）定義
　①堆肥「とよっぴー」：市内の小学校から排出される給食残渣に街路樹や公園樹木の剪定枝チップを混合して作る豊中市オリジナルのリサイクル堆肥（土壌改良材）。
　②緑化用バーク　　：上記、剪定枝チップに堆肥「とよっぴー」を混合して作る土壌改良材。
　　　　　　　　　　　（※剪定枝チップ2トンに対して堆肥「とよっぴー」300㎏の割合）

（３）詳細

①堆肥「とよっぴー」の製造に関する業務

・学校給食センターから運搬される生ごみの受入れ及び撹拌槽への投入補助

（1日1回、約200～400ｋｇ）

・剪定枝チップの撹拌槽への投入　

（1日1回、約1トン）
　　　・パンのビニルはがし・粉砕・計量・投入

　　　　（週2回、約200～300ｋｇ/回）
　　　・米飯のビニルはがし・計量・投入
　　　　（週3回、約600～1,000ｋｇ/回）

　・堆肥化機械の操作

　（1日3回程度）

・撹拌槽から熟成槽への堆肥の移動

　（月１～2回、約10～20トン）
・熟成槽での堆肥の撹拌及び水分率調整（加水）

　（週5回、約10～20トン/回）

・堆肥の水分値測定（品質管理）

　（撹拌層、熟成層：1日1回）
・完成した堆肥の袋詰機への投入

　（月3～4回、約2～3トン/回）

②緑化用バークの製造に関する業務

・剪定枝チップ（2トン）に対し、堆肥「とよっぴー」（0.3トン）を混合して撹拌
　（随時）

（４）その他堆肥「とよっぴー」等の製造に係る事項
　　①堆肥「とよっぴー」の製造に係る生ごみ等の投入量について市に報告すること。
　　②緑化用バークの製造の係る堆肥「とよっぴー」等の投入量について市に報告すること。
　　③堆肥「とよっぴー」及び緑化用バークの管理を行い、使用量について市に報告すること。

　　④緑化用バーク製造に必要な堆肥「とよっぴー」については市が用意するものとする。
【施設等の維持管理業務について】

（１）概要

堆肥「とよっぴー」等の製造に必要な施設「緑と食品のリサイクルプラザ」、車両（軽ダンプ）、重機（ショベルローダー）等の日常的な維持管理業務について、報告すること

（２）詳細

 ①施設及び備品等の維持管理に関する業務
・堆肥化機械の点検及び清掃

　　　（使用時（1日1回））
・工場及び施設周辺の点検及び清掃　

　　　（使用時（1日1回））
　　　・備品等の点検及び清掃

　　　（使用時）
②車両及び重機の維持管理に関する業務

　・車両の点検及び清掃

　（使用時）

　・重機の点検及び清掃

　（使用時）

（３）緑と食品のリサイクルプラザ開所時間

午前7時30分～午後2時30分
（４）緑と食品のリサイクルプラザ休所日

①日曜日及び月曜日（月曜日が国民の祝日に関する法律（昭23年法律第178号）に規定する休日（以下「祝日」という。）に当たるときは、月曜日及び火曜日）

②祝日（その日が学校給食実施日の翌日に当たるときは、その日の翌日）

③5月6日、12月29日から1月3日までの日

（５）その他製造に係る事項

・施設、車両、重機等は市が貸与し、その維持管理費は市が負担する。
・製造に係る施設の光熱水費、車両の燃料費は市が負担する。

・堆肥の製造に必要な備品、消耗品等は市が準備し、その費用は市が負担する。

　　・保護衣、帽子、ヘルメット、保護手袋、履物など必要な保護具等は受託者が負担する。
【資源循環啓発業務について】

（１）概要

　　市民・児童などに対し、堆肥「とよっぴー」を活用または堆肥「とよっぴー」に関する学習や体験を通して、環境への理解を深め、環境に配慮した生活行動を行うための効果的な啓発を行うことで持続的な循環型社会づくりの推進に向けた資源循環啓発を行う。
（２）企画提案

　　本事業の実施にあたり、必要に応じて、公募型プロポーザル方式において提案した内容、手法、スケジュール等を反映するものとする。

（３）詳細

 ①資源循環に関する講座型環境学習の開催
・堆肥「とよっぴー」の周知や資源循環啓発に関する講習会等の開催

　（年12回以上、令和8年度については4回以上）　
　　②資源循環に関する体験型環境学習の開催

・堆肥「とよっぴー」及び「とよっぴー農園（市営原田苗圃内）等」を活用した農体験等の実施

（年12回以上、令和8年度については4回以上）
　　③小学生を対象とした資源循環に関する学習会等の開催
　　　・学校給食・食品ロス削減・堆肥「とよっぴー」等についての講座型・体験型環境学習の
実施

（年12回以上、令和8年度については4回以上）
④緑と食品のリサイクルプラザ見学者対応

　・市民等から依頼を受け、堆肥化施設の見学を実施
　・とよっぴー農園等での農体験学習等とあわせて堆肥化施設の見学を実施

（適時）
　　⑤堆肥「とよっぴー」や資源循環啓発についての情報発信・収集
・堆肥「とよっぴー」や資源循環に関する周知・啓発、学習会等の参加者の募集
　（随時）

・堆肥「とよっぴー」の認知度等についての情報収集（アンケート等の実施）
　（適時）

　（４）その他資源循環啓発業務に係る事項　
　　・業務開催毎の参加者募集・受付は受託者にて行うこと。
・広報には、市広報誌利用可能（※原稿は開催月の2か月前の月初めまでに市に提出すること。）
　　・業務の実施にあたり参加費・教材費等を徴収してはならない。

・資源循環啓発業務に必要な堆肥「とよっぴー」については市が用意するものとする。
・「とよっぴー農園」の使用箇所や時期については、事前に市と協議し調整する。
・業務で使用する「とよっぴー農園」の整備（土作りや畝縦など）及び維持管理は受託者が行うものとする。
・業務で必要な「とよっぴー農園」での水やりに係る水道代は市が負担するものとする。
・市民などに不信感や不快感を与えないような言動、服装を心がけること。
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第８条．受託者の責務
（１）遵守するべき法令等

①本業務を受託するにあたり、コンプライアンス（法令遵守）の徹底は当然の責務となる。特に次の法令・条例等を参照し、その内容を十分に把握したうえで業務を行うものとする。

・地方自治法

・個人情報の保護に関する法律

・労働関連法令（労働基準法・労働安全衛生法・職業安定法等）

・豊中市自治基本条例

・豊中市個人情報保護条例

・豊中市暴力団排除条例

・その他本業務に関わるすべての法令

②個人情報の保護

前記のとおり「個人情報の保護に関する法律」「豊中市個人情報保護条例」を遵守するとともに、個人情報保護のために必要な措置を講じるものとする。
③情報の公開
「豊中市情報公開条例」の趣旨に則り、市民との信頼を高めるため情報公開について必要な措置を講じるものとする。

なお、本公募に対する提案書類等の市に提出された文書等についても、市の行政情報として当該条例にもとづき公開対象となります。
（２）人権の尊重

①受託者は業務の遂行に際し、人権を傷つけることのないよう留意するものとする。

②受託者は、基本的人権について正しい認識を持って業務を遂行できるよう、人権啓発に係る研修を行い、その内容を市に報告するものとする。
第９条．不当介入に対する報告・届出等

①受注者は、契約の履行に当たって、「豊中市発注契約に係る不当介入対応要領（平成24年2月1日制定）」の定めるところにより、暴力団員等から不当若しくは違法な要求又は契約の適切な履行を妨げる行為（以下「不当介入」という。）を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、市への報告及び管轄警察署への届出（以下「報告・届出」という。）を行わなければならない。

②報告・届出は、不当介入等報告・届出書により、速やかに、市に報告するとともに、管轄警察署の行政対象暴力対策担当者に届け出るものとする。ただし、緊急を要するため時間的余裕がなく、当該不当介入等報告・届出書を提出できないときは、口頭により報告することができる。この場合は、後日、不当介入等報告・届出書により報告し、及び届け出るものとする。

③受注者は、下請負人等が暴力団員等から不当介入を受けた場合は、速やかに報告・届出を行うよう当該下請負人等に指導しなければならない。

④報告・届出を怠った場合は、当該受注者等に対し、注意の喚起を行うことがある。
第１０条．豊中市暴力団排除条例の施行に伴う「誓約書」の提出

豊中市暴力団排除条例の施行（平成25年10月1日）に伴い、受託者は契約金額が５００万円以上となる元請負人及び下請負人等が暴力団員又は暴力団密接関係者でない旨の「誓約書」の提出が必要となるので、該当する場合は提出すること。元請負人の誓約書は、契約書提出時に提出すること。下請負人等の誓約書は、下請負契約等を締結する際に元請負人を通じて提出すること。

（市のホームページ→入札・契約情報→入札・契約情報トピックス　参照）
第１１条．長期継続契約における留意事項
　　①市は、この契約を締結した日の属する翌会計年度以降において、この契約に係る予算が削除又は減額された場合には、この契約を解除することができる。また、この場合においては、契約を解除しようとする日の１月前までに受託者に通知するものとする。
　　②前号により契約を解除した場合には、当事者双方共に、その相手方に対して損害の賠償は求めないものとする。
第１２条．そ の 他

　　「仕様書」に記載の無い事項については、市と協議のうえ決定するものとする。
第１３条．提出書類
	提 出 書 類
	部数
	提　出　日
	適    用

	業務契約書
	2
	契　約　時
	1部返却

	業務責任者届
	1
	〃
	

	暴力団排除条例の

施行に伴う誓約書
	1
	〃
	

	再委託承諾申出書
	2
	再委託を行う時
	申出用・承諾用、1部（承諾用）返却

	業務着手届
	1
	業務着手時
	

	堆肥「とよっぴー」等の製造業務報告書
	1
	実施月の翌月
	安全ミーティングの実施

	施設等の維持管理業務
	1
	実施月の翌月
	

	資源循環啓発

業務報告書
	1
	前期（4～9月）分、後期（10～3月）分、令和8年度（2026年度）は、4～7月分を、各期間終了後の翌月
	・実施日時・参加人数（大人・子どもの内訳）・実施内容等・活動結果
・問題点と課題等

	情報収集結果報告書
	1
	年1回（各年度終了後、翌月15日以内）
	堆肥「とよっぴー」の認知度等

	人権研修実施報告書
	1
	年1回（実施後）
	実施日時、参加者、実施内容

	請求書
	1
	6か月に1回
令和8年度（2026年度）は、
履行期間終了後
	

	業務完了届
	1
	業務完了後
	全履行期間終了後
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袋詰め機





②ショベルローダー　トヨタ５SG10





【設備・機材】





①堆肥化機械システム：ｴﾑｴｽｹｰ農業機械(株)　ロータリー式畜糞撹拌発酵装置


（6.9ｍ×9.5ｍ×1.0ｍ（最大貯留量　約28㎥）





緑と食品のリサイクルプラザ配置図





堆肥化機械





熟成槽





事務所





撹拌槽





（市営原田苗圃内）


豊中市立


緑と食品のリサイクルプラザ
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